










Overseas Symposium 2016 in Otago




郭  南 燕
序
郭  南 燕




















　25日にはオークランド大学のMark Mullins教授から「Public Intellectuals, Neo-nationalism, and 







と小松先生の基調講演のほか、オタゴ大学の Glenn Summerhayes先生による「An Austronesian 
Presence in the Sakashima Islands: an Archaeological Update」は、先史時代の沖縄先島諸島に残るオー
ストロネシア人の遺跡を通して、太平洋民族の移動の考古学的資料を紹介し、Dickinson先生
の「Japan Down Under: “Nanyō” in the Rise of a Global Japan, 1919–1931」は戦間期の日本に与えた
南洋の政治、経済、軍事の影響力を究明し、オタゴ大学の Judy Bennett先生の「After the Plane 




かを振り返り、フィジーにある南太平洋大学の Ryota Nishino先生の「Toward a Future of Travel 
Writing and History: Collecting, Researching, and Reflecting on Southwestern Pacific Islanders’ Experiences 
of the Pacific War」はパブア・ニューギニアとソロモン諸島への日本軍侵略の史実がいかに現
在の日本人旅行者に語られ、記録されているのかを考察し、関西大学の Alexander Bennett先生
の「The History and Influence of Japanese Budō in New Zealand」は日本の柔術が 19世紀末期からイ
ギリスと米国を経てニュージーランドに輸入されて広く歓迎されたことを、新聞・雑誌の記
事と映画を通して論述し、オタゴ大学の Henry Johnson先生の「Japan in New Zealand: Taiko and 






先生の「Bronze Bells in Early Japan: “Swallowed” by the Mountains? A New Interpretation of Their Ritual 
Purpose」は古代日本の銅鐸の語源を探り、その儀礼性への新しい解釈を試み、オークランド大




　将基面貴巳先生の「Debating Japanese Patriotism in the Global Context: Alfred Ligneul and the 
Controversy on The Clash between Education and Religion」は井上哲次郎の「教育と宗教の衝突」に対
するパリ外国宣教会のリギョール神父の観点を紹介し、この有名な論争を初めてグローバルな
文脈に位置付けている。マードック大学の Sandra Wilson先生の「What Difference Did the Second 
World War Make to Japanese Nationalism?」は第二次世界大戦が日本のナショナリズムの発展にい
かなる影響を与えたのかを論じ、オタゴ大学の Vanessa Ward 先生は、「Taking the Ordinary People 
Seriously: The Institute for the Science of Thought and Democracy in Early Postwar Japan」において、雑
誌『思想の科学』の人々の思想と活動を紹介している。
　シドニー大学のMats Karlsson先生の「The Noble Art of Procrastination: Writer’s Block as a Motif 
in watakushi shōsetsu」は私小説に繰り返し現れる作家の創作困難に関する描写の意義と様式を
論じる。カンタベリー大学の Susan Bouterey先生の「Okinawa’s Fictional Landscapes: A Reading of 









沖縄の空想された風景と戦争の記憶を考察する。豪州ウーロンゴン大学の Helen Kilpatrick 先生
の「Fostering Empathy for Non-human Species in Post-3.11 Fiction for Young People」は、東日本大震
災後の少年読者を相手にする『希望の牧場』の動物描写のもつ現実世界の風刺を分析している。
　ヴィクトリア大学の Emerald King先生の「“And I’ll Form the Head!” Cosplay as an Translated Process」
は、コスプレの定義、文化的意義、「文化翻訳」としての意味を熱く説明する。ワイカト大学の
Alistair Swale先生の「Shinkai Makoto: The “New Miyazaki” or a New Voice in Cinematic Anime?」は、
アニメ作家新海誠の作品を取り上げ、アニメに反映された日本の政治と社会を論じ、日本の現
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在の大衆文化をいち早くキャッチする鋭敏さを示している。オタゴ大学の Yuko Shibata先生の
















海外知識の一端を示す。John Breen先生の「Ise’s Modern Transformations: A Spatial Approach」は伊
勢神宮の俗的空間と聖的空間の形成の過程を比較研究する。北浦寛之先生の「草創期の日本の
テレビ・ドラマ制作―映画との比較の中で」は初期のテレビ・ドラマ『私は貝になりたい』
の構造、モチーフ、製作を論じる。
　井上章一先生の「現代風俗に見るキリスト教」は、女性ファッション雑誌の読者モデルの出
身校の大半がミッション・スクールであること、日本の偽教会で偽牧師の前で愛を誓い、結婚
式を挙げる日常的現象を例に、日本社会がいかにキリスト教の外的イメージに憧れているのか
を考察するものである。関西大学の Alexander Bennett先生は、自分も留学生だった時に、アル
バイトとして偽牧師をしたことが何回もあると告白して、場内を賑
にぎ
わせた。井上先生は大方の
人に見過ごされがちな社会現象を見つめ直す機会を提供してくれているが、その主旨が誤解さ
れて、女性を性的対象として扱っているというコメントがあった。異文化理解は往々にして誤
解を伴うものだと改めて思わせられる。
　今回のシンポジウムは、日文研が南太平洋の日本研究と協力し、それを支援する姿勢が明確
に打ち出されて、南太平洋の諸大学の日本研究の展開にとって非常に意義あるものだった。そ
ればかりではなく、米国ペンシルヴァニア大学とオタゴ大学がこれから展開する太平洋文化に
ついての交流のきっかけにもなっている。海外シンポジウムの開催は、広い波及効果があり、
「日本研究」だけではなく、グローバルな文化研究にも役立っているようである。本シンポジ
ウムを支援してくださったオタゴ大学と在ニュージーランド日本国大使館にも深く感謝を申し
上げる。
　本論文集は、学術的レベルを確保するために、研究発表時の原稿そのままではなく、査読者
たちの厳しいチェックを経たものであり、書き直しが多く行われているものと、査読によって
淘汰されたものがある。過去数年、『海外シンポジウム報告書』の編集を経験してきた私は、
本号はもっとも高い研究水準に達したものだと思う。この場を借りて、匿名の査読者たちにお
礼を申し上げる。なお、本論文集の編集に、日文研出版編集係の伊藤桃子氏に多大な尽力をい
ただいた。深甚なる謝意を表わしたい。
